
菊川市立小笠東小学校 グランドデザイン 

 
 

「自分とみんなのよさや可能性」を認めてのばす PDCAサイクル 
見つける１学期 ぐんぐんのばす２学期 バトンをつなぐ３学期 

未来像を共有する。 
学びの楽しさにつながりそうなヒ
ントを見つける。 

挑戦・成功した実感を積み重ねる。 成長の過程をふりかえり未来につ
なげる。 

 

 

｢よさや可能性｣を尊重し合う「活動つくり」 ｢個別最適と協働的な学び｣を充実する「学び（授業）つくり」 
児童が考えた方法で迫る学校像 
児童発「ぺこりあいさつ」の継承 
主体的協働と可能性を伸ばした喜びの視覚化 

児童による学習状況の把握と調整 
児童自らが選択する情報活用能力の向上 
本と人に触れる機会の計画的設定 

 

地域とともにある学校をめざす「岳洋学舎連携」 
「総合的な学習の時間」を中心にした地域参画意識の向上 
「学びの庭」を意識した情報発信  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

温かな土壌づくりと徹底した危機管理で安心・安全な学校 
思いやり環境による人権意識の向上 危機管理の日常化 

相手を尊重した呼び方や言葉遣い 
整理整頓、椅子をしまう等気持ちの良い生活 
特別支援教育を基盤にした学校づくり 
多様性を認め合う温かな人間関係 
目の届かない時間と場所の確認で変化を見逃さない体制 
｢学校いじめ防止基本方針｣に基づく迅速かつ適切な対応 

｢いざというとき｣に発揮する歩行等生活習慣 
徹底した防犯体制 
｢新しい生活様式｣による衛生管理 
高所掲示や突起物等危険箇所点検 
様々な場面を想定した訓練 

令和４年度の取組 
体験の積み上げでだれもが学びの楽しさを知る 
１ ｢学びの楽しさ｣を実感するサイクルの確立 
  見つける 挑戦する つなげる 
２ 温かな土壌づくりと徹底した危機管理 
３ ｢学びの楽しさ｣を体験する｢活動つくり｣ 
４ 地域とともにある学校をめざす｢岳洋学舎連携｣  
 

令和４年度の子どもの実態 
１ ｢楽しい学校｣の具体的姿を共有している。 
  ｢～すれば学校は楽しくなるはず｣から発見した｢楽しい学校の未来像 聞く心｣を大切に

した対話、道徳や人間関係づくりプログラム、｢かがやき｣見つけ、ペア授業に○さ参加、
○し姿勢も○(まる)、○すすぐ反応、○せ全員で、○そ掃除もしゃべらん ○さ○し○す
○せ○そ｣のペコチューブによる共有 

２ ｢思いやり環境｣への意識が高まっている。 
   児童発｢ぺこりあいさつ｣の継承と進化 
３ 地域や社会の一員としての参画意識が向上している 
  総合的な学習の時間の充実 企業や地域との連携の意図的･計画的実施 
４ 自分と他者のよさや可能性を認識しのばす必要がある 
  項目｢授業に主体的に取り組んでいる｣｢話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、

広めたりできていると思う｣｢家で予習･復習をしている｣の肯定的評価低下  
 複雑で予測困難な社会の変化を前向きに受け止め、他者とともに未来を切りひらく主体
性の向上 

岳洋学舎教育目標(R2年度～)  

自信をもち 自分の力を発揮する子 

重点目標 自分も みんなも ぐんぐんのびよう 

めざす子どもの姿を実現するための学校の姿 
成功体験の積み重ね→学びの楽しさを知る→自己肯定感の向上 

 １ 自己肯定感を高める学校 「学校が楽しい」と肯定的評価をする児童   92%以上 
 ２ 主体的に学ぶ学校    「授業に主体的に取り組んでいる」と肯定的評価をする児童 88%以上  
 ３ 地域とともにある学校  「地域や学校をよくするために何をすべきかを考えることがある」と肯定的評価をする児童 80%以上 
 

令和４年度３代目ペコキャラ 
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